
2学期スタート～防災を意識した一週間～
8月26日（月）、2学期が始まりました。校舎は子供たちの元気な声が響きわたり、学校に活気が戻っ
てきました。順調にスタートを切った3日間でしたが、台風10号の影響で2日間臨時休業を余儀なくさ
れました。ご家庭では、台風による被害はなかったでしょうか。
昨日（9月1日）は、「防災の日」でした。 1923年（大正12年）に関東大震災が発生した日で、この日を
含む一週間を「防災週間」に位置付けられています。先月は、日向灘沖で地震が発生し、熊本もかなり
揺れました。地震等の自然災害は、いつ起きるか予測が困難です。また、台風の発生もしばらくは、警
戒が必要です。防災・減災のために日頃からの備えの必要性を改めて感じました。地震に対する心構え
を育むために、本日定例のシェイクアウト訓練を行いました。
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たかしまの風
〈学校教育目標〉 「ゆたかな心、たしかな力」の育成

学校HPも随時更新

運動場が美しくなりました
スクールバスのドライバーさんと用務員の深田さんに運動場を整地して
いただきました。車とグランドローラー（地ならし用の鉄骨）をチェーンで
つなぎ、運動場を周回させました。鉄骨の重みで雑草や表面のこけがきれ
いに取り除かれました。おかげで気持ちよく活動ができます。

信友社から助成金をいただきました
「信友社」は、昭和49年に創設された公益財団法人です。毎年、県内の特別支援学校
で学ぶ子供たちのために、教育活動に必要な費用の援助を行っておられます。今年度
は、20万円の予算の範囲で学部等から出された要望を基に必要な教材を購入すること
にしています。他にも、公益事業として奨学金の給付等の活動をされています。
8月21日(水)に、理事長の古﨑喜代子様はじめ、3名が本校を訪問され、目録の贈呈が行われました。
信友社に皆様に心より感謝申し上げます。有効に活用させていただきます。

ＳＮＳによるトラブルの未然防止をお願いします
今回は、インターネット上の書き込みについて、県教育委員会から配布された資料を基に説明します。
お子さんの端末の利用状況の把握、家庭でのルールづくりをお願いします。
○例えばこんな書き込みをすると、罪に問われる可能性があります
・ＳＮＳに友だちの写真を載せて、冗談半分に悪口を書いた。
・チャットグループで特定の児童生徒の悪口を書いた。
・掲示板やニュースの記事のコメント欄に、有名人の悪口を書いた。

○勝手に他人を撮影することもダメです！
他人の悪口だけでなく、勝手に他人を撮影したり、その写真や動画をインターネット上に投稿したり
することも、やってはいけないことです。相手から訴えられてしまうことがあります。

○インターネット上の投稿はすべて記録されています
インターネット上には、自分の名前を出さずに投稿できるサービスがたくさんあります。そういう場
所でなら何を投稿しても大丈夫だと考えている人もいるようです。しかし、インターネット上の投稿は
「いつ・どこで・どの機器から」投稿したのかという記録が残されているため、名前を出していなくても、
誰が投稿したかを調べることができます。子供たちを被害者にも加害者にもさせない目配り・気配
り・心配りをお願いします。

〈お知らせ〉スクールバス5号車のドライバー、園田義美さんが8月末で退職されました。平成26年度か
ら10年間スクールバスのドライバーとして安全運転に尽力されました。大変お世話になりました。


